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も
の
の
数
え
方

宇
治
田

　朱
音

（
丸
田 

博
之
ゼ
ミ
）

は
じ
め
に

　
　

　
日
本
の

（
１
）

数
詞
は

（
２
）

和
語
と

（
３
）

漢
語
が
混
淆
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
、
数

を
数
え
る
場
合
に
は
和
語
数
詞
よ
り
も
漢
語
数
詞
が
優
勢
で
あ
る
。
し
か
し
「
四
」

や
「
七
」
は
和
語
数
詞
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
助
数
詞
に
も
数
詞
同

様
、
和
語
と
漢
語
が
混
淆
し
て
お
り
、
元
来
和
語
数
詞
を
用
い
て
数
え
ら
れ
て
い
た

も
の
が
、
現
在
で
は
漢
語
数
詞
を
用
い
て
数
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

『
日
本
大
文
典
』
や
『
数
え
方
の
辞
典
』、『
数
え
方
で
み
が
く
日
本
語
』、そ
し
て
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
等
の
本
と
、
安
田
尚
道
『
シ
（
四
）
か
ら
ヨ
ン
へ
―
４
を
表
す
言

い
方
の
変
遷
』
を
基
盤
に
、
な
ぜ
「
四
」
と
「
七
」
は
和
語
数
詞
を
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
の
か
を
「
四
」
を
中
心
に
追
求
し
、
ま
た
そ
れ
を
交
え
、
和
語
数
詞
の
助

数
詞
が
い
つ
か
ら
漢
語
数
詞
の
助
数
詞
が
用
い
ら
れ
た
の
か
を
探
求
し
て
い
き
た

い
。

一

−

一
、
日
本
の
数
詞

　
日
本
の
数
詞
に
は
三
種
の
系
列
が
あ
る
。
一
つ
目
が
和
語
数
詞
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、「
一
（
ひ
）、
二
（
ふ
）、
三
（
み
）、
四
（
よ
）、
五
（
い
つ
）、
六
（
む
）、
七

（
な
）、
八
（
や
）、
九
（
こ
）、
十
（
と
お
）
…
」
と
数
え
る
。
こ
れ
は
日
本
古
来
の

数
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
数
が
漢
語
数
詞
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
一
（
い
ち
）、
二
（
に
）、
三
（
さ
ん
）、
四
（
し
）、
五
（
ご
）、

六
（
ろ
く
）、
七
（
し
ち
）、
八
（
は
ち
）、
九
（
き
ゅ
う
）、
十
（
じ
ゅ
う
）
…
」
と

数
え
る
。
そ
し
て
、最
後
に
英
語
数
詞
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ワ
ン
、

ツ
ー
、
ス
リ
ー
、
フ
ォ
ー
、
フ
ァ
イ
ブ
、
シ
ッ
ク
ス
、
セ
ブ
ン
、
エ
イ
ト
、
ナ
イ
ン
、

テ
ン
…
」
と
数
え
る
。
こ
こ
で
は
和
語
数
詞
と
漢
語
数
詞
を
取
り
上
げ
る
。

一

−

二
、
数
詞
と
助
数
詞
の
関
係

　
日
本
語
で
数
を
数
え
る
時
に
は
、「
数
詞
＋
助
数
詞
」
と
い
う
形
で
表
す
。
主
に
、

「
和
語
数
詞
＋
和
語
助
数
詞
」「
漢
語
数
詞
＋
漢
語
助
数
詞
」
で
表
す
。
そ
の
他
、「
漢

語
数
詞
＋
外
来
語
助
数
詞
」
で
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
田
野
村
忠
温
（1990-2003

）
は
、
助
数
詞
の
大
半
は
漢
語
数
詞
に
付
く
と
し
て

い
る
。多

く
の
助
数
詞
は
、
漢
語
数
詞
に
付
き
、
和
語
の
数
詞
に
は
付
か
な
い
。
例
え

ば
、「
枚
」
の
場
合
、「
い
ち
ま
い
、
に
ま
い
、
さ
ん
ま
い
、
～
」
と
は
言
う
が
、

「
ひ
と
ま
い
、
ふ
た
ま
い
、
み
ま
い
、
～
」
と
は
言
わ
な
い
。

〔p.194

〕

　「
枚
」
だ
け
で
は
な
く
、「
頭
」
や
「
匹
」
も
そ
う
で
あ
る
。「
い
っ
と
う
、に
と
う
、

さ
ん
と
う
…
」
と
数
え
る
が
、「
ひ
と
と
う
、ふ
た
と
う
、み
と
う
…
」
と
は
数
え
な
い
。

「
匹
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、「
ひ
と
ひ
き
、
ふ
た
ひ
き
、
み
ひ
き
…
」
と
は
言

う
こ
と
は
な
い
。

　
飯
田
朝
子
（2005

）
も
漢
語
助
数
詞
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
数
詞
の
読
み
方
で
迷
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
覚
え
て
お
く
と
便
利
な
の
は
、
現

在
一
番
広
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
漢
語
数
詞
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
和
語
数
詞

や
英
語
数
詞
も
、
数
え
方
に
応
じ
て
登
場
し
、「
一
人
、
二
人
」「
一
箱
、
二
箱
」

「
ワ
ン
ス
テ
ー
ジ
、ツ
ー
ス
テ
ー
ジ
」
の
よ
う
に
、特
に
数
詞
の
「
一
」
と
「
二
」

は
敏
感
に
相
手
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
「
三
」
以
上
に
な
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る
と
数
詞
は
漢
語
数
詞
の
読
み
方
へ
と
変
化
し
「
三み

た
り人

」
で
は
な
く
、「
三さ

ん
に
ん人

」、

「
三み

は
こ箱

」
で
は
な
く
、「
三さ

ん
ぱ
こ箱

」、「
ス
リ
ー
シ
テ
ー
ジ
」
よ
り
は
、「
三さ

ん

ス
テ
ー
ジ
」

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〔p.21

〕

一

−

三
、「
四
条
」
と
「
四
条
」

　
京
都
の
道
路
は
碁
盤
の
目
状
に
な
っ
て
お
り
、
一
条
か
ら
順
に
九
条
ま
で
存
在
し

て
い
る
。
札
幌
は
京
都
を
模
範
と
し
、
同
じ
く
碁
盤
の
目
状
の
作
り
を
し
て
お
り
、

同
じ
よ
う
に
「
～
条
」
が
存
在
し
て
い
る
。
京
都
は
「
一
条
（
い
ち
じ
ょ
う
）、
二

条
（
に
じ
ょ
う
）、三
条
（
さ
ん
じ
ょ
う
）、四
条
（
し
じ
ょ
う
）、五
条
（
ご
じ
ょ
う
）、

六
条
（
ろ
く
じ
ょ
う
）、
七
条
（
し
ち
じ
ょ
う
）、
八
条
（
は
ち
じ
ょ
う
）、
九
条
（
く

じ
ょ
う
）、十
条
（
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
）」
と
読
ん
で
い
く
。
そ
れ
に
対
し
札
幌
で
は
「
一

条
（
い
ち
じ
ょ
う
）、
二
条
（
に
じ
ょ
う
）、
三
条
（
さ
ん
じ
ょ
う
）、
四
条
（
よ
じ
ょ

う
）、
五
条
（
ご
じ
ょ
う
）、
六
条
（
ろ
く
じ
ょ
う
）、
七
条
（
な
な
じ
ょ
う
）、
八
条

（
は
ち
じ
ょ
う
）、
九
条
（
く
じ
ょ
う
）、
十
条
（
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
）」
と
読
む
。
京
都

は
「
四
条
（
し
じ
ょ
う
）、
七
条
（
し
ち
じ
ょ
う
）」
と
漢
語
読
み
な
の
に
対
し
、
札

幌
で
は
「
四
条
（
よ
じ
ょ
う
）、
七
条
（
な
な
じ
ょ
う
）、」
と
和
語
読
み
で
あ
る
。

一

−

四
、「
四
（
シ
）」
と
「
七
（
シ
チ
）」

　
な
ぜ
「
四
」
は
「
シ
」
で
は
な
く
「
ヨ
・
ヨ
ン
」
な
の
か
。
ま
た
「
七
」
は
「
シ

チ
」
で
は
な
く
「
ナ
ナ
」
な
の
か
。

　「
四
」
は

（
４
）「

四
の
字
」
と
言
わ
れ
、
縁
起
が
悪
い
と
い
う
こ
と
か
ら
忌
み
嫌
わ

れ
て
い
る
。

　
そ
れ
故
、
病
院
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
「
四
」
の
数
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
。
以
前
私
が
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
に
も
「
四
」
が
な
く
、
三
〇
三
号
室

の
次
は
三
〇
五
号
室
に
な
っ
て
い
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
、
四
階
が
存
在
し
な
い

場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
見
て
み
る
と
、

「
し
」
と
い
う
平
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
同
じ
く
、
縁
起
が
悪
い
言

葉
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
場
合
は
、「
四
」
で
は
な
く
「
死
」
を
嫌
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
縁
起
が
悪
い
と
い
う
意
味
で
は
「
四
の
字
」
嫌
い
に
関
係

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　「
四
」
は
、数
字
の
「
四
」
自
体
を
嫌
う
場
合
も
あ
る
が
、漢
語
数
詞
で
あ
る
「
四
」

を
嫌
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
安
田
尚
道
（2002

）
は
四
を
忌
む
こ
と
に
関
し
て
、『
万
葉
集
』
第
十
六
巻
三
八

ニ
七
番
歌
「
詠
雙
六
頭
謌
」
の
「
四
さ
へ
」
は
、〝
本
来
忌
む
べ
き
四
と
い
う
数
さ
へ
〟

の
意
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、奈
良
時
代
に
既
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

鈴
木
博
『
国
語
学
叢
孝
』
に
は
、
佐
竹
昭
広
・
三
田
純
一
編
『
上
方
落
語
』
の
下
巻

（
一
一
二
貢
）
に
は
、「
死
」
に
通
じ
る
「
し
」
の
字
の
タ
ブ
ー
の
古
さ
が
、
鎌
倉
時

代
の『
沙
石
集
』に
溯
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、佐
竹
氏
は『
沙

石
集
』
の
文
章
と
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
が
『
蓮
如
上
人
遺
文
』
の
「
世
間
に
人
の
物
忌

す
る
事
」（
五
一
八
貢
）
の
条
に
見
え
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。『
国

語
学
叢
考
』
か
ら
引
用
す
る
。

先
程
ニ
死
ト
イ
フ
コ
ト
、
オ
ソ
ロ
シ
ク
イ
マ
ハ
シ
キ
故
ニ
、
文
字
ノ
音
ノ
カ
ヨ

ヘ
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
、
四
ア
ル
物
ヲ
イ
ミ
テ
、
酒
ヲ
ノ
ム
モ
三
度
五
度
ノ
ミ
、
ヨ

ロ
ヅ
ノ
物
ノ
数
モ
、
四
ヲ
イ
マ
ハ
シ
ク
思
ヒ
ナ
レ
タ
リ
。〔『

上
方
落
語
』p.14

〕

死
と
い
ふ
事
を
を
そ
ろ
し
く
い
ま
は
し
き
ゆ
え
に
、
文
字
の
こ
え
の
か
よ
へ
る

ば
か
り
に
て
、
四
あ
る
物
を
い
み
て
、
酒
を
の
む
に
も
三
度
五
度
の
み
、
も
ろ

〳
〵
の
物
の
か
ず
も
四
（
マ
マ
）
を
い
ま
は
し
く
思
ヒ
な
し
た
り
。
そ
れ
ほ
ど

に
四
の
文
字
の
音
だ
に
も
い
ま
は
し
き
心
に
、
正
月
は
こ
と
に
を
そ
る
べ
き
死

せ
る
魚
鳥
を
家
の
う
ち
に
と
り
い
れ
て
、
き
り
も
り
い
り
や
く
は
、
た
だ
人
畜

こ
と
な
れ
ど
も
、
死
の
か
た
ち
お
な
じ
け
ば
、
葬
送
の
か
た
ち
な
る
べ
し
…

〔『
蓮
如
上
人
遺
文
』p.518

〕

ま
た
、『
日
本
大
文
典
』
に
も
「
四
」
と
「
死
」
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
さ

れ
て
い
る
。

四
つ
を
意
味
す
る X

i 

（
四
） 

は
或
語
と
は
一
緒
に
使
は
れ
な
い
。
そ
れ
は
死
と

か
死
ぬ
る
と
か
を
意
味
す
る X

i 

（
死
） 

の
語
と
同
音
異
義
で
あ
っ
て
，
異
教
徒

は
甚
だ
し
く
嫌
ひ
，
か
か
る
語
に
接
続
し
た
四
つ
の
意
の X

i 

（
四
） 

は
ひ
び

き
が
よ
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
，
そ
の
代
り
に
‘
よ
み
’
の yo 

（
よ
） 

を
使
ふ
。‘
こ
ゑ
’
で
あ
り
な
が
ら
主
と
し
て
使
は
れ
な
い
語
は
次
に
あ
げ
る

も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
他
に
も
実
例
が
教
へ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。
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ものの数え方
D

o 

（
度
） 

は X
ido 

（
四
度
） 

と
言
は
な
い
で Y

odo 

（
よ
ど
） 

と
い
ふ
。Rui 

（
類
） 

は X
irui 

（
四
類
） 

と
言
は
な
い
で Y

orui 

（
よ
る
ゐ
） 

と
い
ふ
。N

ichi 
（
日
） 

は X
inichi 

（
四
日
） 

で
な
く Y

occa 

（
よ
っ
か
） 

で
あ
る
。Ri 

（
里
） 

は 
X

iri 
（
四
里
）
―
尻
の
意
味
に
も
な
る
―
で
は
な
く
，Y

ori 

（
よ
り
） 

で
あ
る
。

Sô 

（
艘
） 
は X

isô 

（
四
艘
） 

で
な
く
，Y

osô 

（
よ
そ
う
） 

で
あ
る
。N

in 

（
人
） 

は X
inin 

（
四
人
）
―
死
人
を
意
味
す
る
―
で
な
く
，Y

ottari 

（
よ
っ
た
り
） 

で
あ
る
。N

en 
（
年
） 

は X
inen 

（
四
年
） 

で
な
く
，Y

onen 

（
よ
年
） 

で
あ
る
。

〔
土
井
忠
生
（1955

）『
日
本
大
文
典
』p.766

〕

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
は
「
四
」
を
「
し
」
と
読
む

例
が
幾
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
単
語
が
あ
る
の
か
書
き
出
し
て
み
る
。

　
四
郎
（X

ir ŏ

）・
四
郎
右
衛
門
（X

ir ŏyaem
on

）
の
よ
う
な
名
詞
の
他
に
、
四
季

（X
iqui

）・
四
時
（X

ijxi

）・
四
節
（X

ixet
）・
四
海
（X

icai

）・
四
書
（X

ixo

）・

四
大
（X

idai

）・
四
諦
（X

itai

）・
四
生
（X

ix
ŏ

）・
四
蘊
（X

iun

）・
四
能
（X

inô

）・

四
曼
茶
羅
（X

im
andara

）・
四
夷
（X

iy

）

　
固
有
名
詞
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、「
し
」
と
読
む
単
語
も
多
く
あ
り
、

必
ず
し
も
「
四
」
を
「
し
」
と
読
ま
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　　「
七
」
は
と
い
う
と
「
四
」
の
よ
う
に
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
理
由
で

は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
よ
く
「
一
」
と
音
が
似
て
お
り
、
間
違
え
る
か
ら
と

言
わ
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
「
七
条
」
は
「
シ
チ
ジ
ョ
ウ
」
で
あ
る
が
、
バ
ス
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
で
「
ナ
ナ
ジ
ョ
ウ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
た
事
が
あ
り
、
京
都
市
交

通
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
七
条
河
原
町
」
は
「
な
な
じ
ょ
う
か
わ
ら
ま
ち
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
条
」「
四
条
」
と
音
が
似
て
い
る
た
め
間
違
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
数
字
と
間
違

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
「
シ
チ
」
で
は
な
く
「
ナ
ナ
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
−

五
、「
四
人
」
の
読
み
方

　
人
を
数
え
る
時
、
普
通
は
「
一
人
（
ひ
と
り
）、
二
人
（
ふ
た
り
）、
三
人
（
さ
ん

に
ん
）、
四
人
（
よ
に
ん
）、
五
人
（
ご
に
ん
）、
六
人
（
ろ
く
に
ん
）、
七
人
（
し
ち

に
ん
）、
八
人
（
は
ち
に
ん
）、
九
人
（
く
に
ん
）、
十
人
（
じ
ゅ
う
に
ん
）
…
」
と
、

「
一
人
」
と
「
二
人
」
は
「
一
人
（
い
ち
に
ん
）、二
人
（
に
に
ん
）」
で
は
な
く
、「
一

人
（
ひ
と
り
）、二
人
（
ふ
た
り
）」
と
和
語
数
詞
で
数
え
る
。
ま
た
、「
四
人
」
も
「
四

人
（
し
に
ん
）」
で
は
な
く
「
四
人
（
よ
に
ん
）」
と
数
え
、「
七
人
（
し
ち
に
ん
）」
も
、

「
一
人
（
ひ
と
り
）、
二
人
（
ふ
た
り
）」
と
同
様
「
七
人
（
な
な
に
ん
）」
と
数
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　「
四
人
」は「
死
人
」に
通
じ
る
と
し
て
嫌
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

和
語
で
あ
る
「
よ
た
り
」
や
「
よ
っ
た
り
」
が
主
に
使
わ
れ
、
後
に

（
５
）「

よ
に
ん
」

と
い
う
読
み
方
が
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　『
日
本
国
語
大
辞
典
』を
用
い
、「
四
人
」の
読
み
方
の
変
遷
を
時
代
順
に
見
て
い
く
。

①
「
汝
（
い
ま
し
）
四
（
ヨ
タ
リ
）
の
卿
（
ま
ひ
ち
き
み
）
を
以
て
、
拝
（
こ

と
よ
さ
）
し
て
大
将
（
お
ほ
い
い
く
さ
の
き
み
）
と
為
」〔『
日
本
書
紀
』「
雄

略
九
月
三
月
」（
前
田
本
訓
）（720

）〕

①
「
刹
帝
利
等
の
四
（
ヨ
タ
リ
）
の
大
種
姓
、
无
量
の
人
衆
、
其
の
身
を
沐
浴

し
て
浄
衣
服
を
着
て
」〔『
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
』
二
（883

）〕

②
「
兄
弟
四
（
シ
）
人
流
罪
せ
ら
れ
給
し
か
」〔『
高
野
本
平
家
物
語
』（13C

前
）〕

③
「
正
夫
人
の
子
の
、
同
母
兄
弟
は
よ
っ
た
り
で
あ
る
が
、
長
子
か
ら
次
第
に

立
た
れ
ど
も
」〔『
史
記
抄
』（1477

）
一
〇
・「
呉
太
伯
世
家
」〕

④「
此
中
将
殿
は
、御
子
四
人（
ヨ
ニ
ン
）持
給
ふ
」〔『
御
伽
草
子
』「
鉢
か
づ
き
」

（
室
町
末
）〕

③
「Y

ottari

（
ヨ
ッ
タ
リ
）〈
訳
〉
四
人
」〔『
日
葡
辞
書
』（1603-04

）〕

③
「
よ
っ
た
り
の
人
々
は
、
た
び
く
た
び
れ
に
く
た
び
れ
て
、
ぜ
ん
ご
も
し
ら

ず
ふ
し
て
お
は
し
ま
す
」『
説
経
節
』・「
さ
ん
せ
う
太
夫
」〔（
与
七
郎
正
本
）（1640

頃
）〕

③
「
四
人
（
よ
っ
た
り
）
で
土
手
を
く
る
の
は
鞠
く
づ
れ
」〔『
雑
俳
』「
柳
多
留
」

一
七
（1782

）〕

④
「
四
人
一
座
と
な
り
て
盃
を
廻
ら
し
」〔『
雪
中
梅
』「
末
広
鉄
腸
」
下
・
四

（1886

）〕
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①
は
「
四
」
を
「
ヨ
タ
リ
」
と
読
ん
で
お
り
、
読
み
方
と
し
て
。
こ
こ
で
は
「
ヨ

タ
リ
」
が
一
番
古
い
。
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
は
「
ヨ
タ
リ
」
が
主
流
だ
と
言
え
る
。

②
で
は
「
シ
ニ
ン
」
と
読
ん
で
お
り
、
室
町
時
代
に
な
り
「
シ
ニ
ン
」
と
い
う
読
み

方
が
出
て
き
て
い
る
。
③
で
は
「
ヨ
ッ
タ
リ
」
で
あ
り
、
室
町
時
代
以
降
、
明
治
時

代
ま
で
は「
ヨ
ッ
タ
リ
」が
主
流
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
④
で
は「
ヨ
ニ
ン
」で
あ
り
、

現
在
主
流
に
な
っ
て
い
る
読
み
方
で
あ
る
。
こ
の
読
み
方
は
既
に
室
町
末
に
は
使
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
室
町
時
代
の
他
文
献
に
は
「
ヨ
ニ
ン
」
と
い

う
文
字
は
見
か
け
ず
、『
日
本
大
文
典
』
に
も
「
ヨ
ニ
ン
」
で
は
な
く
「
ヨ
ッ
タ
リ
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ヨ
ニ
ン
」
と
い
う
読
み
方
は
極
最
近
の
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
京
都
の
「
片
言
」
を
集
め
た
『
か
た
こ
と
』
に
は
、「
ヨ

ニ
ン
」
と
い
う
読
み
方
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
「
ヨ
ニ
ン
」
と
い
う

読
み
方
が
定
着
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
一
人
二
人
三
人
四
人
（
ヨ
ニ
ン
）
と
い
ふ
べ
き
を
さ
ん
に
ん
よ
つ
た
り
と
い

ふ
こ
と
は
少
し
も
く
る
し
か
ら
ず
。」

〔
安
原
貞
室
（1650

）『
か
た
こ
と
』
巻
三
・「
人
倫
并
人
名
之
部
」〕

　「
四
人
」
の
読
み
方
を
調
べ
て
み
る
と
、
や
は
り
「
シ
ニ
ン
」
と
読
ん
で
い
る
文

献
は
少
な
く
、避
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。安
田
尚
道（2002
）に
よ
る
と
、「
シ

ニ
ン
」は『
平
家
物
語
』や
平
曲
の
写
本
に
見
え
る
と
し
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
記
載
さ
れ
て
い
た
『
高
野
本
平
家
物
語
』
の
他
に
『
青
州
文
庫
本
平
家
正
節
』（
天

保
六1835

年
識
語
）
や
『
前
田
流
譜
本
平
家
物
語
』（
早
稲
田
大
学
博
物
館
蔵
、
享

和
三1803

年
）
な
ど
に
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て

安
田
氏
は
以
下
の
様
に
言
う
。

高
野
本
は
室
町
時
代
、
青
州
文
庫
本
・
演
劇
博
物
館
本
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

の
写
本
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
一
般
に
は
シ
ニ
ン
と
い
う
形
は
全
く
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
シ
ニ
ン
は
『
平
家
物
語
』
の
語
り
の
伝
統
の

中
に
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

〔p.130

〕

 

こ
の
よ
う
に
、「
シ
ニ
ン
」
と
読
む
こ
と
は
と
て
も
珍
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一

−

六
、「
四
」
の
対
応

　
今
ま
で
、「
四
」の
読
み
方
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で「
四
」の「
シ
」

と
い
う
読
み
方
が
「
死
」
と
音
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
「
四
の
字
」
と
言
わ
れ
、

避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
い
た
。
し
か
し
、
文
献
な
ど
で
「
四
」
を
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

交
え
て
論
述
し
て
い
く
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
四
」
の
読
み
方
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
な
読
み
方
が
見
受
け
ら
れ
た
。

（
一
）し【
四
・
肆
】　
〚
名
〛
①
数
の
名
。
三
の
次
の
数
。
よ
。
よ
っ
つ
。
よ
つ
。
よ
ん
。

②
四
番
目
。

（
二
）
よ
【
四
】　

　〚
名
〛
①
四
つ
。
和
語
の
名
詞
・
助
数
詞
の
前
に
直
接
付
け
て

用
い
る
。「
四
切
れ
」「
四
度
（
よ
た
び
）」「
四
年
（
よ

と
せ
）」
な
ど
。
②
四
つ
。
漢
語
の
名
詞
・
助
数
詞
の

前
に
直
接
付
け
て
用
い
る
。
漢
語
の「
四（
し
）」が「
死
」

に
通
じ
る
と
し
て
嫌
わ
れ
た
結
果
う
ま
れ
た
用
法
。「
四

人
」「
四
年
」「
四
番
バ
ッ
タ
ー
」「
柔
道
四
段
」
③
物

の
数
を
、
声
に
出
し
て
順
に
唱
え
な
が
ら
数
え
る
と
き

の
四
。
実
際
に
唱
え
る
と
き
に
は
、普
通
は
「
ひ
ー
ふ
ー

み
ー
よ
ー
」
の
よ
う
に
長
く
発
音
す
る
。

（
三
）
よ
ん
【
四
】〚
名
〛　

　（「
よ
つ
（
四
）
の
語
幹
「
よ
」
が
漢
語
数
詞
「
さ
ん

（
三
）」
の
類
推
で
変
化
し
た
も
の
」
数
の
名
。
一
の
四

倍
。
あ
と
に
和
語
助
数
詞
が
付
く
「
よ
」
と
は
異
な
り
、

あ
と
に
は
主
に
漢
語
数
詞
や
漢
語
助
数
詞
が
付
く
。「
一

足
す
よ
ん
は
五
」「
よ
ん
じ
ゅ
う
（
四
十
）」「
よ
ん
ひ
ゃ

く
（
四
百
）」「
よ
ん
か
い
（
四
回
）」「
よ
ん
さ
つ
（
四

冊
）」
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
に
「
四
」
は
「
シ
」
の
他
に
「
ヨ
」、「
ヨ
ン
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
使

用
さ
れ
た
年
代
と
し
て
は
「
ヨ
」
の
方
が
早
く
、
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。『
更
級
日
記
』
に
は
漢
語
数
詞
「
シ
」
を
「
ヨ
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
が
「
四

方
」
か
ら
見
て
取
れ
る
。

「
え
も
い
は
す
お
ほ
き
な
る
い
し
の
よ
ほ
う
な
る
中
に
あ
な
の
あ
き
た
る
中
よ
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ものの数え方

り
い
つ
る
水
の
き
よ
く
つ
め
た
き
こ
と
か
き
り
な
し
」〔『

更
級
日
記
』（1060

）〕

　
こ
の
『
更
級
日
記
』
以
前
で
は
漢
語
「
シ
」
が
和
語
「
ヨ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
使

用
さ
れ
た
例
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、こ
れ
が
一
番
古
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
漢
字
の
「
四
」
を
避
け
て
、
ひ
ら
が
な
や
他
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
そ
れ
は『
群
書
類
従
』の『
祇
園
会
御
見
物
御
成
記
』の
献
立
に
見
受
け
ら
れ
る
。

本
来
「
二
、三
、四
、五
」
と
書
か
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、こ
こ
で
は
「
二
、三
、よ
、五
」

と
、
ひ
ら
が
な
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
「
よ
こ
む
。
五
献
、
六
こ
ん
」
と
記
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
鈴
木
博
（1998

）
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
『
三
好

筑
前
主
義
朝
朝
臣
亭
江
御
成
記
』
に
も
同
様
の
記
載
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
『
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
御
成
記
』
に
は
、「
御
与
、
御
五
」
と
記
し
、「
三
ノ

膳
、
与
ノ
膳
」、「
三
ノ
膳
、
与
ノ
膳
、
五
ノ
膳
」
と
記
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。「
四
」

を
「
与
」
に
置
き
換
え
た
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、
お
正
月
に
使
用
す
る
重
箱

が
あ
る
。
重
箱
は
お
せ
ち
料
理
を
詰
め
る
時
に
使
用
さ
れ
る
。
重
箱
は
本
来
四
段
重

ね
で
あ
り
、
上
か
ら
順
に
「
一
の
重
、
二
の
重
、
三
の
重
、
与
の
重
」
で
あ
る
。
お

せ
ち
料
理
は
縁
起
の
良
い
も
の
で
あ
る
た
め
、「
四
」
と
「
死
」
の
結
び
つ
き
に
関

し
て
は
敏
感
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
四
」
を
使
用
せ
ず
、
数
を
足
し
た
り
、
分
割
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
い

た
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
国
語
学
叢
考
』
を
引
用
す
る
。

中
村
氏
は
こ
の
『
定
嗣
卿
記
』
の
用
例
に
対
し
て
、「
十
四
と
い
わ
ず
、
二
七

と
い
う
の
は
」
と
し
て
先
掲
の
「
謂
二
七
者
…
…
加
之
」
を
引
い
て
お
ら
れ
る

が
、（

６
）（

Ａ
二
八
貢
）、「
謂
二
七
者
…
…
加
之
」
の
意
味
は
、「
十
四
」
の
「
四
」

文
字
を
避
け
る
た
め
に
、
九
九
に
よ
る
「
二
七
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
た
と
い

う
の
で
は
な
く
、「
二
七
、十
四
」
の
中
の
「
四
」
と
い
う
数
を
忌
ん
で
、
一
丸

を
加
え
合
計
十
五
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
憚
四
字
」
と
記

し
て
は
い
る
が
、「
四
」（
こ
の
場
合
「
十
四
」）
と
い
う
（
字
で
は
な
く
）
数

を
憚
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
鈴
木
博
（1998

）『
国
語
学
叢
考
』p.11-12

〕

太
田
氏
の

（
７
）

Ｂ
（
四
七
貢
）
は
、「
日
本
歴
史
」
昭
和
四
十
九
年
一
月
号
に

坂
本
太
郎
博
士
が
「
四
の
数
を
忌
む
こ
と
」
と
題
し
て
書
か
れ
た
中
で
、
江
戸

時
代
に
存
し
た
「
四
」
を
忌
む
俗
信
が
ど
こ
ま
で
溯
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

（
八
三
貢
）
と
の
疑
い
を
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
平
安
時
代
の
史
料
か

ら
「
四
」
を
忌
む
例
を
四
つ
示
さ
れ
た
も
の
で
、
氏
の
解
説
を
参
考
に
し
て
簡

記
す
れ
ば
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、『
小
右
記
』
天
元
五
年
（
九
八
二
）
三
月
十
一
の
条
に
、
簡
に
着
け

る
者
が
四
人
あ
っ
た
が
、「
頗
有
二
詞
忌
一
」
と
い
う
わ
け
で
、
い
ま

一
人
加
え
て
五
人
と
し
た
。

２
、『
為
房
卿
記
』
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
七
月
二
十
五
日
の
条
に
、

読
経
の
実
数
が
二
千
四
百
巻
と
書
い
た
の
は
「
忌
二
四
字
一
歟
」
と
言

う
。

３
、『
玉
葉
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
月
三
日
の
条
に
、
拝
賀
す
る

先
が
四
个
所
に
な
る
の
は
「
可
レ
有
レ
」、
し
た
が
っ
て
三
个
所
と
一

个
所
と
の
二
日
に
分
け
よ
う
と
し
た
。

４
、
藤
原
孝
範
作
の
『
柱
史
抄
』
下
、
臨
時
、
帝
王
部
、
大
神
宝
事
に
、

宣
命
の
草
が
四
通
に
な
る
と
き
は
「
有
二
其
一
」、
よ
っ
て
伊
勢
神
宮

の
一
通
を
、
内
宮
分
と
外
宮
分
と
を
別
に
し
て
、
合
計
で
五
通
と
す
る

（
と
い
う
こ
と
ら
し
い
）。

〔
鈴
木
博
（1998

）『
国
語
学
叢
考
』p.12

〕

一

−

七
、「
ヨ
」
と
「
ヨ
ン
」

　
な
ぜ
「
四
」
は
「
ヨ
」
と
「
ヨ
ン
」
と
読
む
の
か
。

　
安
田
尚
道
（2002

）
は
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
新
版
』
の
付
録
で
あ

る
「
数
詞+

助
数
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
一
覧
表
」
を
用
い
「
ヨ
」
と
「
ヨ
ン
」
の
使

い
分
け
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
の
一
覧
表
の
二
六
九
の
助
数
詞
に
付
く
４
の
語
形
は
、
次
の
よ
う
な
六
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ

　〔
ヨ
ン
の
み
〕、
Ｂ
〔
ヨ
ン
∨
ヨ
〕（
ヨ
ン
が
主
で
ヨ

が
従
）、
Ｃ
〔
ヨ
の
み
〕、
Ｄ
〔
ヨ
∨
ヨ
ン
〕（
ヨ
が
主
で
ヨ
ン
が
従
）、
Ｅ
〔
シ

の
み
〕、Ｆ〔
そ
の
他
〕（《

　
》内
に
示
さ
れ
た
古
い
言
い
方
は
取
り
上
げ
な
い
）。

Ａ
～
Ｆ
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
の
助
数
詞
の
語
種
別
の
数
は
以
下
の
通
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り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
和
語

　
　
漢
語

　
　
外
来
語

　
　
　
合
計

Ａ
　
ヨ
ン
の
み

　
　
　
五

　
　
一
五
五

　
　
五
二

　
　
二
一
二

Ｂ
　
ヨ
ン
∨
ヨ

　
　
　
六

　
　
　
一
四

　
　
　
〇

　
　
　
二
〇

Ｃ
　
ヨ
の
み

　
　
　
　
七

　
　
　
一
二

　
　
　
〇

　
　
　
一
九

Ｄ
　
ヨ
∨
ヨ
ン

　
　
　
八

　
　
　
　
六

　
　
　
〇

　
　
　
一
四

Ｅ
　
シ
の
み

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
二

　
　
　
〇

　
　
　
　
二

Ｆ
　
そ
の
他

　
　
　
　
二

　
　
　
　
〇

　
　
　
〇

　
　
　
　
二

　
　
こ
れ
ら
の
う
ち
の
少
数
例
は
以
下
の
助
数
詞
で
あ
る
。

Ａ
　
ヨ
ン
の
み
〔
和
語
〕
型
・
組
・（
学
級
）・
試
合
・
場
所
・
割

Ｂ
　
ヨ
ン
∨
ヨ
〔
和
語
〕
株
・
切
れ
・
組
（
一
般
）・
粒
・
坪
・
棟

Ｂ
　
ヨ
ン
∨
ヨ
〔
漢
語
〕
錠
・
台
・
第
〇
番
・
段
（
一
般
）・
段
式
・
度
・
度
目
・

番
・
番
手
・
番
目
・
枚
・
幕
・
名
・
厘

Ｃ
　
ヨ
の
み
〔
和
語
〕
重
ね
・
口
・
揃
い
・
度
・
月
・
柱
・
振

Ｃ
　
ヨ
の
み
〔
漢
語
〕
時
・
時
間
・
時
限
・
次
元
・
段
（
段
位
）・
人
・
人
前
・

年
・
年
生
・
幕
目
・
里
・
椀

Ｄ
　
ヨ
∨
ヨ
ン
〔
和
語
〕
色
・
桁
・
皿
・
束
・
玉
・
通
り
・
箱
・
部
屋

Ｄ
　
ヨ
∨
ヨ
ン
〔
漢
語
〕
円
・
児
・
次
・
字
・
畳
・
鉢

Ｅ
　
シ
の
み
〔
漢
語
〕
位
（
旧
官
位
）・
月
（
暦
月
）

Ｆ
　
そ
の
他
〔
和
語
〕
ヨ
ッ
カ
・
ヨ
ッ
カ
メ

以
上
か
ら
、
Ａ
「
ヨ
ン
」
の
み
付
く
の
は
主
に
漢
語
助
数
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
（
例
外
的
に
付
く
和
語
助
数
詞
も
、
多
く
は
助
数
詞
と
い
う
よ
り
は
名
詞

に
近
い
）。
本
来
「
シ
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
を
「
ヨ
ン
」
が
引
き
継
い
だ
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

〔p.134

〕

　『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
〔
四
（
よ
ん
）〕
に
も
「
あ
と
に
和
語
助
数
詞
が
付
く
「
よ
」

と
は
異
な
り
、
あ
と
に
は
主
に
漢
語
数
詞
や
漢
語
助
数
詞
が
付
く
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
通
り
、
安
田
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
「
シ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
段
々
と

「
ヨ
ン
」
を
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
漢
字
辞
典
で
は
「
ヨ
ン
」
は
和
語
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ヨ
ン
」
は
後
に

つ
く
和
語
数
詞
が
漢
語
数
詞
に
比
べ
極
端
に
少
な
く
、
数
を
表
わ
す
場
合
、「
和
語

数
詞+

和
語
助
数
詞
」「
漢
語
数
詞+

漢
語
助
数
詞
」
で
表
す
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
数
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、「
ヨ
ン
」
は
和
語
よ
り
も
漢
語
に
近
い
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二

−

一
、（

６
）

助
数
詞

　
飯
田
朝
子
（2005

）
に
よ
る
と
、
日
本
語
の
助
数
詞
は
約
五
〇
〇
種
に
及
ぶ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
で
は
助
数
詞
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
助
数
詞

と
は
も
の
を
数
え
る
時
に
数
詞
の
後
ろ
に
添
え
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
助
数
詞
と
は
文

字
の
と
お
り
、「
数
を
助
け
る
詞
」
で
あ
る
。

　
こ
の
章
で
は
『
数
え
方
で
み
が
く
日
本
語
』
を
用
い
る
。

基
本
的
な
助
数
詞
は
、
漢
字
一
文
字
で
書
け
る
も
の
が
多
い
で
す
。
日
本
語
で

は
も
の
の
数
を
言
う
場
合
、
数
字
（
正
し
く
は
数
詞
）
は
そ
の
ま
ま
出
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〔p.14

〕

日
本
語
で
も
の
を
数
え
る
場
合
、
適
切
な
数
え
方
（
助
数
詞
）
を
使
う
こ
と
で

数
え
る
も
の
が
ど
ん
な
状
態
に
あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔p.23

〕

数
え
方
を
注
意
深
く
見
て
い
く
と
、
日
本
語
で
話
し
手
や
書
き
手
が
数
え
る
対

象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
数
え
ら
れ
て
い
る
対
象
が

ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。
私
は
数
え
方
の
研
究
を
し
な
が

ら
、
日
本
語
の
助
数
詞
に
は
、
話
し
手
が
数
え
る
対
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
を
映
し
出
す
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
つ
ね
づ
ね
感
じ
て
い
ま
す
。〔p.24

〕

漢
字
一
字
と
は
す
な
わ
ち
「
本
」
や
「
個
」「
人
」「
杯
」
な
ど
で
あ
り
、
一-

二
で

述
べ
た
よ
う
に
、
も
の
を
数
え
る
場
合
に
は
数
詞
と
助
数
詞
が
必
要
で
あ
り
、

「
鉛
筆
一
」と
は
言
わ
ず
、必
ず「
鉛
筆
一
本
」の
よ
う
に
助
数
詞「
本
」が
付
く
。
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ものの数え方

ま
た
助
数
詞
を
見
聞
す
る
こ
と
で
、
見
た
事
が
な
い
も
の
で
も
、
そ
の
も
の
が

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
る
か
、
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
か
を
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

二

−

二
、（

７
）

単
位 

　
助
数
詞
は
、
よ
く
単
位
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
見
、
助
数
詞
も
数
詞
の
後

に
付
く
言
葉
だ
か
ら
単
位
で
は
な
い
の
か
と
言
わ
れ
る
が
、
実
は
助
数
詞
と
単
位
大

き
く
違
う
点
が
あ
る
。単
位
は
数
値
を
表
す
際
に
数
詞
に
添
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二

−

三
、
助
数
詞
と
単
位

　「
メ
ー
ト
ル
」「
グ
ラ
ム
」
の
他
に
お
金
の
単
位
で
あ
る
、「
円
」
や
「
ド
ル
」、
時

間
の
「
秒
」
や
「
分
」
な
ど
も
単
位
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
大
き
く
違
う
点
は
、
他

の
数
値
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

単
位
と
助
数
詞
が
決
定
的
に
違
う
点
は
、
単
位
が
他
の
数
値
に
置
き
換
え
ら
れ

る
の
に
、
助
数
詞
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
「
一
メ
ー
ト
ル
」

は
「
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」、
そ
し
て
「
一
〇
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
と

そ
れ
ぞ
れ
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
、
助
数
詞
は
他
の
数
値
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
く
ら
「
本
」
が
細
長
い
も
の
を
数
え
る
助
数
詞

で
あ
っ
た
と
し
て
も
「『
一
本
』
っ
て
何
メ
ー
ト
ル
？
」
と
聞
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
、「
枚
」
が
平
面
的
な
も
の
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
っ
た
と
し
て
も

「『
一
枚
』
は
何
平
方
セ
ン
チ
？
」
と
聞
く
の
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
ナ
ン
セ
ン

ス
で
す
。

〔p.16

〕

三

−

一
、
刀
の
数
え
方

　（
10
）

刀
（
こ
こ
で
は
日
本
刀
と
す
る
）
の
助
数
詞
は
幾
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
現

在
で
は
特
に
刀
を
数
え
る
際
に
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
は
「
本
」
の
助
数
詞
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
術
館
や
博
物
館
で
は
「
口
」
が
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
刀
の
数
え
方
に
つ
い
て
『
日
本
大
文
典
』
で
は
「
腰
」
を
用
い

て
「
刀
一
腰
」、
太
刀
は
「
振
」
を
用
い
て
「
太
刀
一
振
り
」
と
数
え
て
い
る
。

‘
刀
’（Catana

），‘
脇
差
’（vaquizaxi

）
はCoxi

（
腰
）
と
数
へ
る
こ
と
。

‘
刀
’（Catana

），‘
脇
差
’（vaquizaxi

）
はIcucoxi?

（
幾
腰
）
と
問
ひ
，

そ
の
答
はFiticoxi

（
一
腰
），Futacoxi

（
二
腰
）
と
い
ふ
。

そ
の
漢
字
は
人
の
腰
を
意
味
し
，
さ
う
い
ふ
言
い
方
を
す
る
の
は
刀
を
腰
に

つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
‘
こ
ゑ
’
はY

ô

（
ユ
ウ
）
で
あ
る
。
従
っ
て

T
achi ichiyô

（
太
刀
一
腰
）
と
も
言
ふ
。

そ
の
漢
字
は
人
の
腰
を
意
味
し
，
さ
う
い
ふ
言
い
方
を
す
る
の
は
刀
を
腰
に

つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
‘
こ
ゑ
’
はY

ô

（
ユ
ウ
）
で
あ
る
。
従
っ
て

T
achi ichiyô

（
太
刀
一
腰
）
と
も
言
ふ
。

〔
土
井
忠
生
（1955

）『
日
本
大
文
典
』p.813

〕

‘
太
刀
’（T

achi

）
はFuri

（
振
）
と
数
へ
る
こ
と
。

T
achi icufuri?

（
太
刀
幾
振
）
と
問
へ
ば
，Fitofuri

（
一
振
），Futafuri

（
二

振
），M

ifuri

（
三
振
）
な
ど
と
答
へ
る
。

漢
字
のFuri

（
振
）
は
振
ふ
意
味
で
あ
る
。
例
へ
ば
，T

achi fitofuri

，

V
m

a ippiqui xinj ŏ itaxi soro.

（
太
刀
一
振
，
馬
一
匹
進
上
致
し
候
。）

〔
土
井
忠
生
（1955

）『
日
本
大
文
典
』p.815

〕

　『
数
え
方
の
辞
典
』に
よ
る
と
、刀
の
数
え
方
は「
本
」「
振
り
」「
口（
フ
リ
・
ク
チ
）」

「
口
（
コ
ウ
）」「
腰
」「
刀
」「
剣
」「
匕
」
の
八
種
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
で
は
、
実
際
ど
の
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を

用
い
、「
本
」「
振
り
」「
口
（
ふ
り
）」「
腰
」「
刀
」
の
五
種
を
取
り
上
げ
て
時
代
順

に
見
て
い
く
。

⑤
「
甲
二
領
、
金
餝
の
刀
二
口
、
銅
の
鏤
鍾
三
口
、
五
色
の
幡
二
竿
」〔『
日

本
書
紀
』（720

）〕

⑥
「
吉
き
大
刀
十
腰
を
ぞ
置
た
り
け
る
」〔『
今
昔
物
語
』（1120

頃
）〕

⑥「
い
か
物
作
り
の
太
刀
一
腰
、み
づ
か
ら
と
り
出
し
」〔『
平
治
物
語
』（1220

頃
か
）
上
・「
信
頼
信
西
を
亡
ぼ
さ
る
る
議
の
事
」〕

⑥
「
ち
ば
の
す
け
に
は
、
む
ら
さ
き
い
と
を
ど
し
よ
ろ
ひ
の
、
な
が
ふ
く
り

ん
の
た
ち
一
こ
し
」〔『
承
久
兵
乱
記
』（1240

頃
か
）
上
・「
二
位
殿
口
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説
事
」〕

⑦
「
太
刀
一
振
、
し
げ
と
う
の
弓
、
野
矢
（
の
や
）
そ
へ
て
た
ぶ
」〔『
平
家

物
語
』（13C

前
）〕

⑧
「
吾
以
二
瓶
割
刀
一
授
二
於
汝
等
一
、
然
一
刀
豈
授
二
二
人
一
」〔『
本
朝

武
芸
小
伝
』（1716

）〕

⑦「
こ
な
た
に
も
一
振
拵
へ
さ
せ
た
ら
ば
能
御
座
ら
う
」〔『
虎
寛
本
狂
言
』「
止

動
方
角
」（
室
町
末-

近
世
初
）〕

⑥
「
帰
っ
て
見
れ
ば
、五
つ
こ
し
の
大
小
が
一
（
ひ
と
）
こ
し
た
ら
ぬ
」〔
咄

本
『
口
拍
子
』（1773

）「
昼
が
ん
と
う
」〕

　
⑦「
夕
立
の
は
れ
ゆ
く
空
の
ひ
と
ふ
り
は
く
も
切
丸
と
い
ふ
べ
か
り
け
る
」

〔
狂
歌
『
徳
和
歌
後
方
載
集
』（1785

）
二
〕

⑧
「
試
み
に
一
刀
を
持
来
れ
よ
か
し
」〔『
剣
法
略
記
』（1839

）
二
〕

　
こ
こ
で
は
奈
良
時
代
が
一
番
古
く
、⑤
の「
口
」で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』で
は「
口
」

の
読
み
方
が
な
く
、「
フ
リ
」
で
あ
る
の
か
「
ク
チ
」
で
あ
る
の
か
、「
コ
ウ
」
で
あ

る
の
か
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、「
フ
リ
」
と
読
む
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
近
世

に
な
り
「
ク
」
や
「
コ
ウ
」
と
読
ん
で
い
る
文
献
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
で

は「
フ
リ
」と
読
ん
で
い
た
の
で
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
⑥
は「
腰
」で
⑦
は「
振
」

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
『
日
本
大
文
典
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
か
ら
室
町
に
か

け
て
、
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
大
文
典
』
で
は
太
刀
は
「
振
」

と
数
え
る
と
し
て
い
る
が
、
当
時
は
「
腰
」
に
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
⑧
は
「
刀
」
で
、
江
戸
時
代
は
「
腰
」
と
「
振
」
の
他
に
「
刀
」
も
よ
く
使
用

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
本
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
文
献
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
「
二
本
差
し
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
江
戸
時
代
に
は
「
本
」
を
使
用
し
て
い
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
刀
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
太
刀
な
の
か
、
脇
差
な
の
か
、
小
刀
な
の
か
な
ど
、

刀
の
種
類
に
よ
り
助
数
詞
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
助
数

詞
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
か
ら
漢
語
数
詞
の
助
数
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

三

−

二
、
魚
の
数
え
方

　
現
在
で
は
魚
は
広
く「
匹
」と
数
え
ら
れ
て
い
る
。『
数
え
方
の
辞
典
』に
よ
る
と
、

魚
の
数
え
方
は
「
匹
」「
尾
」「
束
」「
本
」「
枚
」「
喉
」「
隻
」
の
七
種
で
あ
る
と
し

て
い
る
。こ
こ
で
は
魚
の
数
え
方
は
全
て
漢
語
数
詞
を
用
い
て
数
え
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
『
日
本
大
文
典
』
で
は
、
特
定
の
魚
の
み
で
あ
る
が
、「
懸
」
と
い
う
助
数

詞
を
用
い
て
数
え
て
い
る
。

　‘
鐙
’（A

bum
i

）
と
‘
魚
’（V

uo

）
はCaque

（
懸
）
と
数
へ
る
こ
と
。

鐙
’（A

bum
i

）
と
‘
魚
’（V

uo

）
はIcucaque?

（
幾
懸
）
と
問
ひ
，

Fitoca-que

（
一
懸
），Futacaque

（
二
懸
）
と
答
へ
る
。

Caque

（
懸
け
）
は
吊
す
意
味
のCaquru

（
懸
く
る
）
で
あ
り
，そ
れ
の
‘
こ
ゑ
’

はQ
uen

（
ケ
ン
）
で
あ
っ
て
，
こ
こ
で
は
対
と
か
吊
り
下
げ
た
一
連
と
か
の

意
味
を
示
す
。
こ
こ
で
数
へ
ら
れ
る
魚
は
た
だ
中
位
の
大
き
さ
の
も
の
，‘
鯛
’

（T
ai

）
の
類
だ
け
で
あ
る
。
例
へ
ば
，T

ai fitocaque

（
鯛
一
懸
），A

bum
i 

fiticaque

（
鐙
一
懸
）
は
二
つ
の
鐙
で
あ
り
，A

bum
icatacata

（
鐙
片
々
）

は
一
つ
の
鐙
で
あ
る
。
又
は
，Cata abum

i

（
片
鐙
）
と
も
い
ふ
。

〔
土
井
忠
生
（1955

）『
日
本
大
文
典
』p.812

〕

　
で
は
、
実
際
ど
の
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を

用
い
、「
匹
」「
本
」

喉
」「
隻
」「
懸
」
の
五
種
を
取
り
上
げ
て
時
代
順
に
見
て
い
く
。

⑨
「
鮮
け
き
鯔
八
隻
を
買
ひ
て
、小
櫃
に
納
れ
て
帰
り
」〔『
霊
異
記
』（810-824

）
下
・

六
〕

⑩
「
一
喉
の
魚
を
獄
中
に
な
げ
入
れ
け
る
に
」〔『
平
治
物
語
』（1220

頃
か
）
下
・「
頼

朝
遠
流
に
宥
め
ら
る
る
事
」〕

⑪
「
一
懸

　
ひ
と
カ
ケ

　
鯛
」〔『
伊
京
集
』（
室
町
）〕

⑪
「
親
仁
に
は
、
角
樽
一
荷
に
塩
鯛
一
掛
（
カ
ケ
）・
銀
壱
枚
。
云
入
の
祝
儀
お
く

る
と
見
せ
け
る
に
」〔『
浮
世
草
子
』・『
日
本
永
代
蔵
』（1688

）〕

⑫
「
一
本
の
松
魚
（
か
つ
を
）
は
食
ひ
つ
く
さ
れ
ず
」〔
読
本
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』

（1810

）
前
・「
貪
婪
国
」〕

⑬
「
そ
れ
よ
り
小
太
郎
は
、
数
疋
の
魚
を
釣
り
得
て
、
家
に
持
ち
帰
り
」〔『
尋
常
小
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ものの数え方

学
読
本
』（1887

）〈
文
部
省
〉〉
五
〕

　
こ
こ
で
は
⑨
が
古
く
、
室
町
時
代
に
は
「
隻
」
を
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
次
に
⑩
の
「
喉
」
で
あ
る
。「
喉
」
は
鎌
倉
時
代
に
は
使
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑪
は
「
懸
」
で
あ
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
見
る
限
り
、

鯛
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
⑫
は
「
本
」
⑬
は
「
匹
」
で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
江
戸
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
魚
の
数
え
方
は
刀
の
よ
う
に
元
々
和
語
数
詞
の
助
数
詞
が

使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
懸
」
は
鯛
に
限
っ
て
い
た
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
鯛
を
数
え
る
際
に
は
「
懸
」
を
使
用
す
る

こ
と
は
な
く
、「
枚
」
や
「
匹
」
を
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
い
つ
の
時

代
か
ら
鯛
が
「
枚
」
や
「
匹
」
の
助
数
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
追
求
し
た

か
っ
た
が
、
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
刀
と
魚
を
調
べ
、
刀
は
江
戸
時
代
か
ら
和
語
数
詞
の
助
数
詞
が
漢
語
数
詞
の

助
数
詞
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
詳
し
く
和
語
数
詞
の
助
数
詞
が
い

つ
か
ら
漢
語
数
詞
の
助
数
詞
が
用
い
ら
れ
た
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
謎
な
ま
ま
で
あ
る
。

　《
　
注

　
》

（
１
）
体
言
の
一
つ
。
数
に
よ
っ
て
、
数
量
や
順
序
を
表
わ
す
も
の
。
助
数
詞
を
伴

う
こ
と
も
あ
る
。「
一
（
い
ち
）、
二
つ
、
三
本
、
四
個
、
五
キ
ロ
」
の
よ
う

に
数
や
事
物
の
数
量
を
表
わ
す
も
の
を
基
数
詞
、「
第
二
、三
つ
目
」
の
よ
う

に
事
物
の
順
序
を
表
わ
す
も
の
を
序
数
詞
、
順
序
数
詞

　
と
い
う
。
基
数
詞

の
中
に
「
二
倍
」
の
よ
う
に
倍
数
を
表
わ
う
倍
数
詞
、「
三
分
の
一
」
の
よ

う
に
倍
数
を
表
わ
す
部
分
数
詞
を
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
で

は
、
基
数
詞
に
は
副
詞
的
用
法
も
あ
る
。
ふ
つ
う
に
は
独
立
し
た
一
品
詞
と

し
な
い
で
、
名
詞
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
数
名
詞
。〔『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
八
巻826

〕

（
２
）
外
国
語
に
対
し
て
、
日
本
の
国
語
で
あ
る
日
本
語
。
そ
の
語
彙
に
は
、
漢
語

な
ど
の
外
来
の
要
素
も
含
ま
れ
る
。

　
　
　
漢
語
や
外
来
語
な
ど
の
外
来
の
語
に
対
し
て
、
日
本
語
本
来
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
語
。「
ひ
と
（
人
）」「
わ
れ
（
我
）」「
あ
る
（
有
）」「
ゆ
た
か
（
豊
）」

な
ど
。〔『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
十
三
巻1278

〕

（
３
）
漢
民
族
の
言
語
。
中
国
の
標
準
語
。
中
国
語
。

　
　
　「
か
ん
お
ん
（
漢
音
）」
に
同
じ
。

　
　
　
漢
語
に
対
し
て
、
漢
音
、
呉
音
な
ど
の
漢
字
の
字
音
に
よ
る
語
。
ま
た
、
漢

字
の
熟
語
。
字
音
語
。
も
と
も
と
中
国
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
日
本
語

の
中
に
借
用
し
た
も
の
、
和
語
に
漢
字
を
あ
て
て
音
読
し
た
も
の
、
日
本
で

作
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。〔『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
三
巻1260

〕

（
４
）（「
四
」
は
「
死
」
に
音
が
通
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
）
忌
み
き
ら
わ
れ
る
「
四
」

と
い
う
数
字
の
こ
と
。〔『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
六
巻425

〕

（
５
）「
よ
に
ん
」
は
和
語
と
漢
語
の
混
淆
し
た
形
。

前
後
の
三
人
と
五
人
が
と
も
に
漢
語
数
詞
で
あ
る
の
に
四
人
だ
け
が
和
語
数

詞
な
の
は
不
揃
い
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
―
に
ん
」
で
終
わ
る
「
よ
に
ん
」

が
生
ま
れ
た
。

（
６
）
中
村
義
雄
（1962

）『
王
朝
の
風
俗
と
文
学
』
塙
書
房

（
７
）
太
田
晶
一
郎
（1974

）『
日
本
歴
史
』「《
歴
史
手
帳
》「
四
の
数
を
忌
む
こ
と
」

は
平
安
時
代
に
溯
る
」
吉
川
弘
文
館

（
８
）
数
量
を
表
わ
す
語
に
添
え
ら
れ
る
接
尾
語
。

数
え
ら
れ
る
事
物
の
性
質
・
形
状
に
従
っ
て
選
択
さ
れ
る
。「
ふ
た
つ
」「
自

動
車
三
台
」「
た
ん
す
一
棹
（
さ
お
）」「
一
〇
個
」「
五
本
」「
二
枚
」
の
「
つ
」

「
台
」「
棹
」「
個
」「
本
」「
枚
」
な
ど
。
な
お
、
単
位
を
示
す
「
尺
」「
メ
ー

ト
ル
」「
円
」
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
場
合
が
あ
る
。〔『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
七
巻

　368

〕

（
９
）
長
さ
、重
さ
、量
な
ど
の
数
量
を
計
算
す
る
と
き
の
基
準
と
な
る
も
の
。
ま
た
、

そ
の
数
値
。
長
さ
の
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
の
グ
ラ
ム
な
ど
の
類
。

（
一
般
的
に
）
物
事
の
比
較
計
算
の
基
と
な
る
も
の
。〔『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
八
巻

　1188

〕

（
10
）
こ
こ
で
は
直
刀
、
太
刀
、
打
刀
と
す
る
。
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